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平成２８年６月 産業建設委員会行政報告資料 

都 市 部 

 

呉市都市計画マスタープラン全体構想（案）について 

 

１ 呉市都市計画マスタープラン全体構想（案）に対する意見 

（１）意見募集の結果 

全体構想（案）の策定に当たり，平成２７年１２月２１日（月）から平成２８年１月２９日（金）まで

（４０日間）意見募集を行い，次のとおり１０名の方から１３件の意見が提出されました。 

なお，提出された意見を踏まえ，２か所の修正を行っています。 

提出された意見の要旨 市の考え方 

計画案に対する意見 

(1) 人口減少期であることから，人口が減少し

ても住み続けられるまちづくりが重要である

と考える。 

 住み続けるための方針を重点化して示すと

同時に具体的に施策を示すべきである。 

人口減少下において住み続けられるまちづく

りを推進する必要があると考えており，本マス

タープランでは，その実現に向けたまちづくり

の基本的な方針を重点化して掲げています。 

 全体構想では，市全域における方向性を示し

ていますが，地域別構想において具体性のある

位置付けを検討していきます。 

(2) 基本理念について「高齢者や障害者，幼児

等の弱者にやさしい愛される都市・くれ～コ

ンパクトで生きがいのある発展し続けるまち

を目指して～」としてはどうか。 

今後も高齢者や障害者を始めとして，全ての

人が住み続けられる都市を目指す必要があると

考えます。 

 本マスタープランにおいては，「地域がつな

がり，にぎわい，住み続けられる都市・くれ」

を基本理念としており，御意見の理念について

は基本理念に含まれるものと考えます。 

(3) 呉市では，第３次産業の就業者が多く，就

業形態としてはパート等の非正規社員が多い

と考えられる。そのような収入が安定しない

状況では，出産や子育てを考えることができ

ないため，就業者の生活が安定するような第

２次産業等の産業誘致が必要である。 

 また，高齢社会へ対応していくために，高

齢者が働くことができる職場を増やすことが

必要と考える。 

産業誘致については，既存の産業集積地を維

持していくことと併せて，高速交通ネットワー

ク等に近接した工業団地等において第２次産業

を中心とした誘致を推進することとしていま

す。 

 御意見は関係部署と情報共有し，今後のまち

づくりの参考とさせていただきます。 
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提出された意見の要旨 市の考え方 

(4) 都市ににぎわいを生むには，そごう跡地の

活用が急務である。建物全体を活用すること

が困難であれば，部分的に利活用する等，呉

駅前が活性化するよう，積極的に企業誘致を

進めて欲しい。 

また，商店街については，地権者等の協力

の下，空き店舗対策や再開発を検討すべきで

ある。 

御意見のとおり，にぎわいの核となるような

施設の誘致や市街地再開発事業等による市街地

の高度利用の推進が必要と考えます。 

 また，地権者や商店主等との連携が重要であ

ることから，共に研究していきたいと考えます。 

 なお，御意見を踏まえ，呉駅等の主要な交通

結節点の周辺地における高度利用の推進につい

て方針を追記します。 

 

【修正事項】 

P35②商業・業務系市街地 ３項目として追記 

○駅前等の主要な交通結節点の周辺について 

は，特に，遊休地や未利用地等について土地 

利用の転換を図り，高度利用を推進します。 

(5) 空き家を活用して，市の出張所機関を開設

すれば，近隣でサービスを享受できるととも

に空き家の活用策となる。市民の交流の場所

ともなり，自立した拠点の形成や安全・安心

なまちづくりにつながるのではないか。 

 また，若い世代の負担が少しでも減るよう

に，空き家の再利用や賃貸化を市が積極的に

取り組み，住み続けられる環境を整備すべき

である。 

空き家対策については，取り組むべき重要な課

題と考えています。 

 具体的な施策については，関係部署と連携を図

り，検討していきたいと考えます。 

(6) 休山トンネルの渋滞がひどく，新しいトン

ネルが一日も早く開通するようお願いする。 

 また，東広島呉自動車道の阿賀インターチ

ェンジである先小倉交差点の渋滞が激しく，

歩行者等の横断も多く大変危険な交差点とな

っているため，早急な対策により，誰もが安

心して利用できる道路整備をお願いしたい。 

休山新道については，現在，４車線化に向けた

トンネル工事を実施しており，平成２９年度には

完成する予定となっています。 

先小倉交差点では，御意見のとおり，渋滞等の

問題が発生している状況にあります。 

このような都市の骨格となる道路については，

多車線化や交差点改良等による道路の機能強化

を促進していきます。 

(7) 市内には車両が離合ができない，又は，通

行できない道路があるため，細街路まで安心

して通行できるようにして頂きたい。このよ

うな状況では，住むことを敬遠してしまう。

大きな道路も大切であるが，住むために通行

する道路がないと人が住もうとしなくなるの

ではないか。 

狭あいな道路の解消について，拡幅整備や安全

な道路空間の確保に向けた取組を進めていきま

す。 
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提出された意見の要旨 市の考え方 

(8) 現在の安芸灘大橋の通行料金が主要都市と

の連携強化を行う上で妨げとなっている。こ

れらの問題を解決するため，より具体的な計

画を記載して頂きたい。 

 また，島しょ部等を結ぶ海上交通の活用の

検討が必要である。海上交通についても燃料

電池や太陽エネルギーの利用を考えていくべ

き。 

安芸灘大橋の通行料金については，回数券によ

る割引や，来訪者への通行助成を実施しています

が，今後も関係機関と共に負担軽減策を検討して

いきます。  

 また，海上交通の活用については，航路の維持

確保や航路統合に向けた検討を行っていきます。 

 なお，再生エネルギーの利用については，今後

関係部署と情報共有し，研究していきます。 

(9) 土砂災害や浸水等の災害危険個所は明確に

なっていることから，災害が発生する前に早

急に対策工事を行うべきである。 

 また，ハザードマップの浸水地区に避難場

所があることに疑問を感じる。 

災害対策については，急傾斜地崩壊対策事業や

河川改修等のハード事業と併せ，防災活動体制の

構築等のソフト事業の両面によって，総合的な防

災まちづくりを推進していくこととしています。 

 避難所については，土砂災害や高潮等の災害の

種類に応じた避難所を指定しており，津波・高潮

に対しては，想定される規模の津波等に対して浸

水しない施設を選定しています。 

(10)緑化等によって低炭素化を促進すべき。 

また，市内の樹木は大変古く，枯れた木も

ある。歩道のレンガが傷ついていたり，浮き

上がっていることもある。 

今後も引き続き環境に配慮したまちづくりが

必要であり，建物の低炭素化や緑化，循環型社会

の形成等を推進していく必要があると考えます。 

 なお，樹木の枯損や歩道のがたつきについては

適正な維持に努めます。 

(11)都市環境に関する方針の低炭素まちづくり

の推進に「小水力発電」も入れて欲しい。 

御意見については，太陽光発電やバイオマスエ

ネルギー等と同様に再生可能エネルギーの普及

促進に努めていきます。 

頂いた御意見は，関係部署と情報共有し，今後

の検討の参考とさせていただきます。 

(12)呉市の観光資源は海，山，歴史などの多くの

資源があるが，大和ミュージアム以外は衰退が

著しいように思える。 

 観光資源を最大限に活用し，観光客にとって

楽しめる空間づくりが必要である。 

 

 

 

 

呉市には美しい自然や歴史・文化等の呉ならで

はの特色ある資源が多く存在します。 

 今後も地域資源を活用した景観形成の誘導や

保全に努めることとしており，魅力的な空間形成

を進めて参ります。 

また，御意見を踏まえ，観光列車や周遊バス，

クルーズ等の維持や機能強化に向けた検討を行

う旨の方針を追記します。 
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提出された意見の要旨 市の考え方 

 

 

【修正事項】 

P42  ③交流を促進する公共交通の確保として追

記 

○観光振興や交流促進に向け，快適な公共交通網 

を形成するとともに，観光列車や市内の観光地 

を周遊するバス，近隣の島しょ部等へ連絡する 

航路や周遊クルーズ等の維持・機能強化に向け 

た検討を行います。 

○市外との交流促進を図るため，主要な交通結節 

点である呉駅や海の玄関口となる呉中央桟橋 

ターミナルの機能強化等を検討します。 

その他の意見 

(13)公共施設の管理は，行政が管理することが最

良ではないか。 

公共施設の管理・運営については，より質の高

いサービスを提供し，市民満足度の向上を実現す

るため，指定管理者制度などの導入を進めていま

す。今後も，効率的な運営と経費の縮減が見込め

る施設や市民サービスの向上が期待できる施設

については，積極的にこうした制度を導入してい

きます。 

 

（２）産業建設委員会からの意見 

平成２８年１月２６日付けの都市計画マスタープランに係る産業建設委員会の意見について，次のとお

り回答します。なお，意見を踏まえ，８か所の修正を行っています。 

頂いた意見 市の考え方 

(1) 「ＤＩＤ」区域など，わかりにくい言葉は使

うべきではない。 

とくに分かりにくい言葉については，注釈を加

え，その用語の説明をすることとします。 

また，「区域区分」や「用途地域」等の都市計

画の専門的な用語については，巻末の参考資料と

して用語集を作成することとします。 

 なお，「ＤＩＤ地区」については，「人口集中

地区」と分かりやすいように修正します。 

 

【修正事項】 

P5 3)市街地面積・人口密度の推移 

「ＤＩＤ地区」→「人口集中地区」 
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頂いた意見 市の考え方 

(2) 「安心」と「安全」について，文言の使いか

たを統一すべきである。 

御意見のとおり，記述を「安全・安心」で統一

します。 

【修正事項】 

安心・安全→安全・安心 

(3) 「にぎわい拠点」，「生産流通拠点」，「島

の交流拠点」という言葉を同じレベルで使用す

るのは違和感がある。 

産業活力編で設定した三つの拠点については，

商業，工業，観光等を主とした都市的な経済活動

によって，本市のにぎわいや活力を生む拠点とし

て設定をしています。 

 また，拠点の名前（言葉）については，各拠点

での機能等が連想できるようなものとしていま

す。 

(4) 各まちづくりセンターを「島の交流拠点」と

したのは安易である。 

「島の交流拠点」については，観光に係る情報

発信や農水産物の物販，レジャー施設等の機能を

始めとして，地域資源の価値の向上や新たな価値

を創造する，多様な主体が連携した活動を行う場

として考えています。 

 将来都市構造図では，その中心となる場を拠点

として図示していますが，市民センターや農業・

漁業等に関係する施設を含む形として図を修正

します。 

また，図示した範囲が活動等の中心となる場で

あることを注釈で記述します。 

 

【修正事項】 

P31 将来都市構造 2)産業活力編②拠点の設定 

求められる機能や活動のイメージ 

島の交流拠点 

・農水産物等の地域資源の価値を向上させるため

の多様な主体が連携した活動等 

P32 及び P33  将来都市構造図の「島の交流拠点」

の表示を修正 

(5) 「高速交通ネットワークによる連携」と「海

上輸送ネットワークとの連携」の言葉の違いが

わかりにくい。 

「生産流通拠点」の活動について，高速交通ネ

ットワークや海上輸送ネットワークによる広域

的な連携を図ることを示していますので，図中の

記述について「～による連携」に統一します。 

【修正事項】 

P32 及び P33 将来都市構造図中「海上輸送ネット

ワークとの連携」→「海上輸送ネットワークによ

る連携」 
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頂いた意見 市の考え方 

(6) 「瀬戸内の魅力」が何を意味しているかがわ

かりにくいので，注釈をつけてほしい。 

「瀬戸内の魅力」とは，瀬戸内海の美しい景観，

歴史，また，温暖な気候の下で育てられた農水産

物等とそれら地域資源を通じた人の交流を指し

ています。 

 その内容について，将来都市構造図の補足説明

の記述に追記します。 

【修正事項】 

P32 将来都市構造図下 説明文３項目 

○瀬戸内海に浮かぶ島しょ部地域等が連携し，瀬 

戸内の魅力（瀬戸内ならではの美しい景観や歴 

史，農水産物等の地域資源やそれら地域資源を 

通じた交流）を，効果的に・・・ 

(7) 「瀬戸内の魅力の連携」の交流軸が実体に合

っていない。 

「瀬戸内の魅力の連携」とは，隣接する江田島

市や大崎上島町，今治市（しまなみ海道）等の島

しょ部等との連携を図ることを指しています。 

 交流は多方面との連携を想定しており，人や物

の流れを表現しています。 

 ご意見を踏まえ，多方面との連携がイメージし

やすい図として将来都市構造図を修正します。 

【修正事項】 

P32 将来都市構造図 瀬戸内の魅力の連携の矢

印を修正 

(8) 産業活力編の基本的な考えの中に，「呉市は，

中国地方全体のエンジンになることを念頭に，

広島市，東広島市などと連携しながら」という

表現があるが，ものづくり産業だけでなく「自

然，文化，歴史，地域産業等の特色ある地域資

源を基軸とした都市づくりを推進する」のであ

れば，連携の例示として広島市と東広島市のみ

を記載するのはいかがか。 

広島市，東広島市を始めとする，周辺都市と連

携することを示していますので，「周辺都市と連

携しながら」に修正します。 

 

【修正事項】 

P31 ①基本的な考え方 

「・・・エンジンとなることを念頭に，広島市，

東広島市などと連携・・・」→「・・・エンジン

となることを念頭に，周辺都市と連携・・・」 

(9) 産業活力編の拠点・都市軸の設定の中で，生

産流通拠点に係る説明には，ものづくり産業に

係る記述しかないが，呉市が１次産業の振興を

進めている現状を考えると，１次産業に関する

記述を加えるべきである。 

「生産流通拠点」については，工業に関するも

のづくり等の第２次産業を主とした都市的な活

動を支える場として設定していますので，第１次

産業の振興については記述を行っていません。 

 産業活力編における拠点は，商業や工業，観光

等を主とした都市的な経済活動を展開する場と

して設定していますので，そのことが分かるよう

に記述を修正します。 
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頂いた意見 市の考え方 

 【修正事項】 

P31 ②拠点の設定 

「商業，工業，観光・地域産業等の経済活動を・・・」

→「商業，工業，観光・地域産業等の都市的な経

済活動を・・・」 

(10)都市計画マスタープランにおける，都市計

画区域外の地域の位置づけを明確化すべきで

ある。 

地域の位置付けについては，今後策定する「地

域別構想」において，都市計画区域外であること

を明確化できるような記述を検討していきます。 

(11)都市計画税に係る記述を加えるべきであ

る。 

都市計画マスタープランは，都市の将来像や都

市づくりの方針を記述するものとなっており，都

市計画税に関する事項を記載することは適当で

はないと考えられることから，御意見についての

記述は行いません。 

 

(12)絵に描いた餅にならないよう，実現を目指

していただきたい。 

今後策定する「地域別構想」において，各地域

における具体性のある位置付けを検討し，実効性

のある計画としていきます。 

(13)この計画をもとに，実効性のある施策を実

施してほしい。 

 

２ 今後のスケジュール 

  地域別構想（１８地域）を検討し，平成２８年度中に呉市都市計画マスタープランを改定します。 

  その後，コンパクトシティの形成に向けた実施計画となる，立地適正化計画の策定を行います。 

 

 

 

 

 

  ※立地適正化計画 

都市再生特別措置法第８１条に基づき作成する計画。居住や医療・福祉・商業，公共交通等の様々な都

市機能の誘導方針を示した市町村マスタープランの高度化版です。 
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